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１．セラミックスパッケージへの取り組み

KOA株式会社は創業60有余年の抵抗器専業メ
ーカーで、ワールドワイドの販売網により抵抗器の
取扱品種、生産量では世界屈指の企業です。薄
膜、厚膜、メッキ、セラミックの基盤技術と生産
革新活動をベースに人間性尊重、環境負荷軽減、
豊かさを理想にしたものづくりを目指し活動させ
ていただいております。
抵抗器を中心にした各種電子部品製造で養っ

た基盤技術による新しい取り組みのひとつとし
て、2001年からLTCC多層基板の開発、製造を行
ってまいりました。LTCC多層基板は、高速化・
軽薄短小化、多機能化への急速な進展を続ける
電子機器を支える基板材料の一つですが、
KOA－LTCC基板はセラミックス基板が持つ、優
れた特性だけでなく、特殊形状への柔軟な対応
力をもち、電子機器だけでなくMEMSテクノロジ
ーを支えるパッケージとして展開されていくこと
でも期待されております。

２．LTCC多層基板

LTCC（ Low Temperature Co-fired  Ceramics：低
温同時焼成セラミックス）はアルミナにガラス材
料を加えることにより、900℃以下の「低温」で焼
結することを可能にしたセラミックス技術のため、
配線導体としてAgを同時焼成使用できるもので
す。基材がセラミックスであるため、耐熱性・耐
湿性に優れる他、高周波回路において良好な周
波数特性（低損失）が得られるという特長を持っ
ています。また、積層工法を採用しているため、
配線パターンを表層・内層に形成することが容易
で、三次元的で高密度な多層配線を行うことが
可能です。他の有機系基板やセラミックス基板と
比べてLTCC基板の熱膨張係数は、シリコンと近く
実装時の応力を少なくすることができることか
ら、高周波マルチチップモジュールや半導体パッケ
ージ用の配線基板として広く利用されています。

３．KOA－LTCC の特長

KOA－LTCCは独自の収縮制御技術および積
層技術により、精度±0.05%という高い寸法精度
を可能にしています。また、厚膜、薄膜、イン
クジェット技術を駆使した微細パターンの形成や、
抵抗体などの表層や内層への形成も可能です。
さらに一部を切り抜いたグリーンシートを積

層することにより、キャビティや空洞構造など
複雑な形状も高精度に作製が可能です。小型モ
ジュール基板として広く利用されているLTCCで
すが、LTCC材料が持っている優れた特性を活か
し、最新の技術で加工することによって様々な
用途での応用展開が考えられます。

４．MEMSパッケージへの取り組み

用途の多くが高周波モジュール基板として使
用されているLTCC基板ですが、それ以外のアプ
リケーションとしてMEMSパッケージへの開発も
進めております。
お客様が開発された超微細、高機能なセンサ

ーや機能部品であるMEMSの性能を最大限に引
き出せる高精度のパッケージの提供に取り組んで
おります。今後も高精度・高密度配線のLTCC技
術を更に向上させ、より付加価値の高いパッケー
ジを生み出すことで、MEMS開発の促進、ビジネ
ス化に貢献していきたいと考えております。LTCC
の持つ特長を理解して頂き、多くの用途でご利
用いただけますようお願いいたします。
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